
夢アイデアの提案



高速道路における眠気対策

高速道路における事故の件
数は平成22年から減少して
いるが、死亡者数は増加して
いる。

高速道路は道路の構造上、
カーブが少なく信号機が無い
ため運転操作が少なく、また
走行中は単調な風景が続く
ために、運転者の眠気を誘
発し居眠り運転の原因となっ
たり、判断力や注意力などの
低下を招きやすくなる。 出典：http://www.e‐stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001117549



高速道路における眠気対策

この様な状態のまま運転を続けると、追突事故など重大な事故に繋がり非常に危険であ
る。また、居眠り運転により事故を引き起こすと、早いスピードのまま壁に激突したり、車
と衝突するため死亡事故になりやすい。

過労運転等の事故
件数は低いが、運
転操作不適（ハンド
ル操作、ブレーキ
操作）、前方不注意
なども居眠りの影
響があると考えら
れ、その事故件数
は高くなっている。



高速道路における眠気対策

実際に私も高速道路を長時間の運転をする際は、眠くなったことがある。

そこで、高速道路における眠気対策として高速道路の路面や壁面の色を部分的に変化
させたせたり、音を出す仕掛けをしたらよいと思う。

壁面や路面の色としては、赤がよいのではないかと考えた。理由としては、赤色は注目
されやすく記憶されやすい色であるし、赤は光の波長が長く、もっとも人の目に届きやす
い色であるからである。

音を出すことについては、日本の各地に設置されているメロディーロードを用いれば、眠
気対策とともに高速道路での速度超過を抑制する効果もある。

また、このメロディーロードについては騒音問題もあるが、高速道路にはもともと防音壁
がついており、メロディーロードを設置する周辺に住宅がないところを選べばよい。



高速道路における眠気対策

また、車の中でラジオを聴くことが好きな人もいるが、高速道路は山の中やトンネルを多く
通っており、山の中やトンネルではラジオの電波はほとんど入らない。

そこで、山の中やトンネルでもラジオが聞けるような強い電波を出してラジオを聴けるよう
にして、その中で高速道路の情報や眠くならないような音楽などひきつけられるような番
組を流すとよいと思う。

人にやさしい道路を目指す！


